
ジェイスパートナーズ
アクション

大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
に
東
京
都

台
東
区
、
浅
草
通
り
に
面
し
た
場
所

で
創
業
し
た
宮
川
刷
毛
ブ
ラ
シ
製
作

所
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
と
技

術
を
ひ
た
む
き
に
守
り
な
が
ら
、
主

に
職
人
が
使
う
ハ
ケ
や
ブ
ラ
シ
を
製

作
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、「
現
代
の

名
工
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
２
代
目
、

宮
川
彰
男
さ
ん
か
ら
技
と
魂
を
受
け

継
い
だ
愛
娘
で
あ
る
宮
川
久
美
子
さ

ん
が
３
代
目
を
務
め
て
い
ま
す
。
そ

の
品
質
の
高
さ
は
広
く
知
れ
渡
っ
て

お
り
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
共
に
、
皇
室
に
も
献
上
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
皇
后
（
現
・
上
皇
后
）

美
智
子
さ
ま
が
ご
成
婚
の
時
に
は
彰
男

さ
ん
が
ブ
ラ
シ
を
製
作
し
、
愛
子
さ
ま

が
１
歳
の
お
誕
生
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
は
、
彰
男
さ
ん
と
久

美
子
さ
ん
が
制
作
し
ま
し
た
。

使
い
手
に
寄
り
添
う
ブ
ラ
シ
作
り

　

伝
統
工
芸
品
と
い
う
と
「
綺
麗
さ
」

や
「
細
や
か
さ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
宮
川
久
美
子
さ
ん

の
つ
く
る
ハ
ケ
や
ブ
ラ
シ
は
、
職
人

が
持
て
る
技
術
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
よ
う
に
、
特
に
「
使
い
や
す
さ
」

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
工
や
寿
司
職
人
、
人
形
職
人
、

版
画
職
人
な
ど
の
専
門
家
の
み
な
ら

ず
一
般
の
人
に
も
日
用
品
と
し
て
愛

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
品
質
の
秘
訣

は
「
吟
味
し
た
上
質
な
毛
を
手
作
業

で
植
え
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
は
古
く
か
ら
変
わ

ら
な
い
技
法
が
あ
り
、
今
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
技
」「
技
術
」「
経
験
」

　
「
伝
統
工
芸
と
い
っ
て
も
、

『
年
数
が
あ
る
か
ら
』『
昔
な
が

ら
の
形
だ
か
ら
』
と
い
う
だ
け

で
守
ら
れ
る
の
は
違
う
と
思
う

の
で
す
」
と
宮
川
さ
ん
は
語
り

ま
す
。
本
質
は
「
技
」
に
あ
り
、

何
代
も
続
い
て
き
た
「
技
術
」、

そ
し
て
顧
客
の
細
か
な
要
望
に

応
え
て
磨
き
続
け
て
き
た
「
経

験
」
が
あ
っ
て
初
め
て
、
伝
統

工
芸
は
「
今
の
暮
ら
し
に
生
き

る
道
具
」
に
な
れ
る
の
だ
と
い

い
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の

職
人

　

宮
川
刷
毛
ブ
ラ
シ
製
作
所
の

製
品
は
、
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
た
め
、
毛

の
種
類
も
猪
毛
・
馬
毛
・
豚
毛
・

山
羊
毛
な
ど
、
目
的
に
合
わ
せ

て
選
定
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
緻

密
さ
に
こ
だ
わ
る
画
家
や
寿
司

職
人
、
ア
ト
ピ
ー
で
悩
む
方
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
顧
客
の
要
望

に
、
職
人
で
あ
る
宮
川
さ
ん
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
そ
の

上
で
、
最
適
な
ブ
ラ
シ
の
種
類

や
硬
さ
、
毛
の
質
、
長
さ
ま
で

を
細
か
に
提
案
。
本
質
を
見
極

め
た
上
で
最
適
解
を
提
案
す
る

姿
は
、
ま
さ
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
そ
の
も
の
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
伝
統
工
芸

　

宮
川
さ
ん
は
定
期
的
に
展
示
会
な

ど
に
製
品
を
出
展
し
て
い
ま
す
が
、

参
加
を
重
ね
る
度
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

意
識
す
る
企
業
や
顧
客
が
増
え
て
き

て
い
る
」と
実
感
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
環
境
配
慮
」
や
「
持
続
可
能
な
開
発
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
現
代
に
お
い

て
、
自
然
素
材
を
用
い
、
長
く
使
え

る
道
具
を
提
供
す
る
宮
川
さ
ん
の
姿

勢
は
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と

合
致
し
ま
す
。
た
だ
、
近
年
で
は
質

の
良
い
動
物
の
毛
も
手
に
入
り
づ
ら

く
な
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

次
世
代
に
伝
え
た
い
匠
の
技

　

か
つ
て
は
美
術
大
学
の
学
生
な
ど
が

宮
川
刷
毛
ブ
ラ
シ
製
作
所
を
訪
れ
、

工
房
で
製
造
工
程
を
見
学
し
、
職
人
技

に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
そ
の
機
会
は
減
少
。

　
「
も
の
を
つ
く
る
現
場
を
見
て
、
道
具

が
ど
の
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
は
、
物
を
大
切
に
使
う
気
持
ち

を
育
む
。
そ
れ
こ
そ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
入

り
口
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
宮
川
さ

ん
は
、
今
後
工
房
見
学
も
活
性
化
さ
せ

て
い
き
た
い
と
い
い
ま
す
。

　

作
り
手
と
使
い
手
が
距
離
を
縮
め

る
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
伝
統
工
芸

を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の
教
育
的
な

側
面
も
あ
り
ま
す
。「
人
の
手
で
作
る
」

と
い
う
尊
さ
と
共
に
、
次
代
に
伝
え

続
け
て
い
く
べ
き
価
値
が
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

PARTNER

　宮川刷毛ブラシ製作所の伝統の製品づくりは、テレビ取材や映画、漫画の題材にされることも多
くあります。宮川久美子さんは、より多くの方に現代に伝わるハケ・ブラシの製作技法やその品質
を知っていただきたいと、積極的に取材に応えています。2025年はフランスのパリで開催される
イベントにも参加。世界に日本の職人の技やその伝統技術のレベルの高さを知ってもらえる良い機
会になることでしょう。なお、現在では外国人の製品ファンもいて、東京都台東区の店舗まで足を
運ぶ方も少なくありません。

職人の心と技を広く伝えるために

◆ 若者から外国人まで…より多くの人に知って欲しい

　皆さまには「人の手は何でもできる」ということを忘れないで欲しいです。デジタ
ル化やAI全盛の時流において、自分の手でつくりあげる、という機会が少なくなって
きています。ただ、やはり人の手はすごいと思います。そこからつくりあげられるも
のには、唯一無二のオリジナリティと品質が宿ります。お手軽さよりも、つくりあげ
る過程を楽しんだり、その味をじっくりと堪能したりして、豊かな生活を送っていた
だきたいと思います。

ジェイスパートナーズメッセージ

㈲宮川刷毛ブラシ製作所について

◆ 人の手は何でもできる !

伝
統
工
芸
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

受
け
継
が
れ
た
職
人
の
心

有
限
会
社
宮
川
刷
毛
（
ハ
ケ
）
ブ
ラ
シ
製
作
所

㈲
宮
川
刷
毛
ブ
ラ
シ
製
作
所

三
代
目 

宮
川
久
美
子
氏

■ 住所：〒111-0041　東京都台東区元浅草2丁目 10‐14
■ 設立：大正10（1921）年
■ 主な製品：ハケ（絵画用／食品用／染色用／工芸用／美容用／塗装用　など）
　　　　　　 ブラシ（洋服用／ヘアー用／身体用／靴用／木版画用／洗濯用　など）
　　　　　　 その他（江戸筆／蒔絵筆　など）

Massage

Company Transmit tradition

Partners Action

▲ 宮川さんのブラシ製作風景

▲ 伝統を感じさせる外観

▲ 匠の技でつくられるハケ・ブラシ

▲ 様々なハケ・ブラシがならぶ店内

宮
川
さ
ん
が
取
材
協
力
を
し
た
ブ
ラ

シ
職
人
の
女
の
子
が
主
人
公
の
漫
画

作
品
『
に
れ
こ
ス
ケ
ッ
チ
』（
著
者
：

鴨
居
ま
さ
ね
／
発
行
：
祥
伝
社
）

▼ 東京駅の駅舎。白い箇所の仕上げに宮川さん
の製作したブラシが使用された。

▶ 

外
国
人
観
光
客
か
ら
も
人
気
の
メ
イ

ク
用
ハ
ケ
や
日
用
品
ブ
ラ
シ

▶ 

国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ

か
ら
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
認
証
」
を
受
領
。

https://edo-hake-brush.com/
▲ 二代目宮川彰男さん

▲ 聖徳太子が使用した宗教道具。１００年
に１度再現されているが、現在のものは宮
川久美子さんが製作を担当。


